平成２４年度　帯広市・国立大学法人帯広畜産大学
【フードバレーとかち人材育成事業】
受講生募集要項

プレイヤー研修コース
（新事業展開・プロジェクトマネジメントプログラム）
　帯広市と帯広畜産大学は、平成１９年度より５年間実施した「十勝アグリバイオ産業創出のための人材育成事業」で培った実績を踏まえ、新たに「フードバレーとかち人材育成事業」を実施します。

　この事業は、食・農畜産業分野での新製品開発や販路拡大などについての実践的な講義や実習を行い、地域の経済発展に寄与しリーダーシップを発揮する人材の育成を目的としております。
本プログラムでは、新事業展開に必要な基礎知識の習得を目指して、以下のような内容で実施します。

１．募集人員
　１０名程度
　２．研修内容
新事業の展開に必要な起業家の心構えや、ビジネスモデルを作成するにあたって必要となるマーケティングの基礎と応用についての講義及び実習を行います。また、プロジェクトの立案、運営、情報伝達に必要な知識及び手法について、講義及び実習を行います。
　

３．応募資格： 次の両方に該当する方
（１）農畜産業・食品加工・バイオマス等の新事業展開やプロジェクトの立案等に興味のある方
（２）所属長等の推薦を得られる方
４．受講料：
３０，０００円

なお、帯広市内在住または帯広市内の事業所に勤務する方は半額となります。

· 支払方法については、選考結果通知の際にお知らせします。
５．受講期間：
平成２４年７月１７日（火）～７月３０日（月）
　　　　期間中、３時間の講義を１０回実施。スケジュール詳細は別紙１のとおりです。
６．応募書類：
応募に必要な書類は以下のとおりです。
　

　　（１）様式１「志願書」
（２）様式２「履歴書」

（３）様式３「志望動機」【８００字程度】　
（４）様式４「推薦書」【８００字程度】
※　提出された応募書類は、返還しませんので、ご了承ください。

様式は、フードバレーとかち人材育成事業事務局（「９．請求・提出・問い合せ先」に記載）にご連絡いただくか、本事業のホームページから取得し、紙又は電子媒体で提出してください。
７．募集期間：　平成２４年 ５月 １４日（月）～６月１５日（金）１７：００必着

○　応募書類は封筒に入れ、「プレイヤー研修受講希望」と朱書し、帯広畜産大学地域連携推進センター内フードバレーとかち人材育成事業事務局に持参又は郵送してください。

○　電子媒体は、フードバレーとかち人材育成事業事務局にメール添付で提出してください。
８．選考方法：
応募書類にて審査を行います。

９．応募書類の請求・提出・問い合わせ先：

〒080－8555　北海道帯広市稲田町西2線11番地
                  　　　　　　　国立大学法人帯広畜産大学
　　　　　　　　　　　　　　　　地域連携推進センター内

　　　　　　　　　　　　　　　　フードバレーとかち人材育成事業事務局（担当：白井）
                  　　　　　　　TEL：0155-49-5773　　　FAX：0155-49-5775

E-mail：f-jinzai@obihiro.ac.jp
　　　　　　　　　　※ご参考：本事業の詳細は下記のホームページにてご覧いただけます。
　　　　　　　　　　　（http://www.obihiro.ac.jp/~crcenter/f-jinzai/index.html）
10．選考結果：　６月末日迄に、書面（郵送）でお知らせします。

11．受講場所：　帯広畜産大学他

12．講義内容：　別紙１および別紙２のとおりです。
13．修了認定：　講義を８割以上出席し、小テストに合格した方には、修了証書をお渡しします。
	◎　個人情報の取扱いについて

（１）　帯広畜産大学が保有する個人情報は，「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」等の法令を遵守するとともに，「国立大学法人帯広畜産大学保有個人情報管理規程」に基づき，保護に万全を期しています。

（２）　志願時にお知らせいただいた氏名，住所等の個人情報については，受講者選抜，受講可否の連絡等の業務を行うためにのみ利用します。


別紙１

スケジュール詳細


1. 講義科目
  各科目3時間（09:00～12:00または13:00～16:00）
	
	科目名
	講師

	1
	 フードバレーとかち概論
1 十勝地方における農業
2 十勝地方における畜産
3 十勝の産業構造の特徴

4 フードバレーとかちの政策
	帯広畜産大学 教授　三浦秀穂
帯広畜産大学 教授　日高智
帯広市産業連携室 主幹　小野真悟
同上

	2
	アントレプレナーシップ
	小樽商科大学 教授　瀬戸篤

	3
	マーケティング
	小樽商科大学 教授　近藤公彦

	4
	マーケティングリサーチ1
	帯広畜産大学 准教授　仙北谷康

	10
	マーケティングリサーチ2
	

	5
	経営戦略
	小樽商科大学 教授　玉井健一

	6
	対人関係論
	帯広畜産大学 教授　渡邊 芳之

	7
	プロジェクトマネジメント
	インサイトマネジメント株式会社
代表取締役　坪井真一　

	8
	ディスカッションリーダー1
	

	9
	ディスカッションリーダー2
	


2. 講義実施予定日
	月
	日
	曜日
	09:00～12:00
	13:00～16:00

	7
	17
	火
	オリエンテーション
フードバレーとかち概論
	アントレプレナーシップ（瀬戸）

	
	18
	水
	プロジェクトマネジメント（坪井）
	経営戦略（玉井）

	
	19
	木
	ディスカッションリーダー1（坪井）
	ディスカッションリーダー2（坪井）

	
	20
	金
	
	

	
	23
	月
	マーケティングリサーチ1（仙北谷）
	マーケティングリサーチ2（仙北谷）

	
	24
	火
	
	対人関係論（渡邊）

	
	25
	水
	
	

	
	26
	木
	
	

	
	27
	金
	
	

	
	30
	月
	
	マーケティング（近藤）


7月17日講義終了後は情報交換会を予定

7月30日16:00～修了式及び情報交換会を予定
別紙２

フードバレーとかち人材育成事業　プレイヤー研修コース

○新事業展開・プロジェクトマネジメントプログラム　講義内容（シラバス）
①フードバレーとかち概論
	科目名
	フードバレーとかち概論　～十勝の産業とその特徴～

	講師名
	帯広畜産大学 教授 三浦秀穂、教授 日高智、帯広市産業連携室 主幹 小野真悟

	講義目標
	十勝地方の農業・畜産業の特徴を学び、地域の優位性や課題について理解する。また、フードバレーとかちの政策を理解し関連産業の目指す姿を共有する。

	講義内容
	１．十勝地方における農業の特徴　帯広畜産大学　教授　三浦秀穂
２．十勝地方における畜産の特徴　帯広畜産大学　教授　日高智
３．十勝の産業構造の特徴　帯広市産業連携室　主幹　小野真悟
４．フードバレーとかちの政策　帯広市産業連携室　主幹　小野真悟


②アントレプレナーシップ

	科目名
	アントレプレナーシップ　～企業家精神とリーダーの役割～

	講師名
	小樽商科大学　教授　瀬戸篤

	講義目標 
	経済発展、イノベーションを生み出す企業家の役割について事例をもとに学び、アントレプレナーシップ（企業家精神）あふれるリーダーシップの重要性を理解する。

	講義内容 
	１．企業家精神の誕生
２．企業家精神が偉大な企業を創造する
３．企業家精神が会社を救う
４．企業家精神の条件


③マーケティング

	科目名
	マーケティング　～マーケティングの基本戦略～

	講師名
	小樽商科大学　教授　近藤公彦

	講義目標 
	マーケティングの役割と課題、マーケティング戦略策定のプロセスおよび４つの基本戦略（製品戦略、価格戦略、プロモーション戦略および流通チャネル戦略）を中心に、市場戦略としてのマーケティング理論を習得する。

	講義内容 
	１．マーケティングの役割と課題 
マーケティングの発想、マーケティングとは何か、マーケティングの課題 
２. マーケティング戦略策定のプロセス
ＳＷＯＴ分析、ターゲティングとポジショニング
３．マーケティングの基本戦略
製品戦略、価格戦略、プロモーション戦略、流通チャネル戦略
４．全体ディスカッション


④マーケティングリサーチ１
	科目名
	マーケティングリサーチ１　～市場調査に基づく商品企画の考え方～

	講師名
	帯広畜産大学　准教授　仙北谷康

	講義目標 
	マーケティングリサーチの仕組みと、これを商品企画に結びつけるための手順について理解する。

	講義内容 
	1． 商品企画の各プロセス（調査、発想、最適化、リンク）
2． 市場調査を構成するインタビュー調査、アンケート調査、ポジショニング分析
3． アンケート調査のデータ処理（集計方法、相関分析、ＣＳポートフォリオ）
4． ポジショニング分析（主成分分析）と製品開発の方向


⑤経営戦略

	科目名
	経営戦略　～競争優位の獲得に向けた事業戦略分析～

	講師名
	小樽商科大学　教授　玉井健一

	講義目標 
	経営戦略の策定は、企業競争力を発揮するために経営者が考えなければならない重要な仕事である。本講義では「事業戦略」に焦点をおいて市場競争に影響する環境要因の分析と経営資源の分析方法および競争力を獲得するための具体的な事業戦略のタイプを理解するツールを学ぶ。

	講義内容 
	１．事業戦略の位置づけ
２．環境要因分析
マクロ環境分析、競争の５要因分析
３．経営資源の分析
バリューチェーン分析、VRIO分析
４．競争戦略の内容
コストリーダーシップ、差別化、集中戦略


⑥対人関係論

	科目名
	対人関係論　～心理学から考えるビジネスコミュニケーション～

	講師名
	帯広畜産大学　教授　渡邊芳之

	講義目標 
	コミュニケーションを円滑にするための基本的な技術を学ぶとともに、リーダーとしての役割とコミュニケーションとの関係を考えることで、職場での人間関係を改善し、グループの生産性を向上させる方法について考える。

	講義内容 
	１．コミュニケーションの技術

コミュニケーションとは／上手に聞く技術／会話の始め方、続け方、終わり方 
２．リーダーシップとコミュニケーション 
リーダーの役割／上手なほめ方と叱り方
３．質疑応答（職場のコミュニケーションで悩みなどあれば）


⑦プロジェクトマネジメント

	科目名
	プロジェクトマネジメント　～成功する企業間連携を目指して～

	講師名
	インサイトマネジメント株式会社　代表取締役　坪井真一

	講義目標 
	本講義を通じて、設定した目標に対して、ヒト、モノ、お金を効果的に調整し成功に導くための管理手法の概念を理解する。具体的な目標としてはコーディネーターとして、担当するプロジェクトに参加する社内の多くの部門、社外の関係会社、公的研究機関等の役割を理解し、交渉しプロジェクトの進捗を管理する手法を理解し演習を通じて運営の仕方を習得する。

	講義内容 
	１．プロジェクトマネジメントの概要
プロジェクトマネジメントの重要性、プロジェクトプランニング、プロジェクトスケジューリング、プロジェクトコントロール
２．アグリ・バイオコーディネーターとしてのプロジェクトマネジメント
異業種連携と公的機関活用のメリット、異業種連携における計画立案手法、モニタリング手法、評価と対策
３．研修生によるプロジェクトマネジメント演習


⑧⑨ディスカッションリーダー１、ディスカッションリーダー２
	科目名
	ディスカッションリーダー１、ディスカッションリーダー２
～時間内に結果を出す会議運営とは～

	講師名
	インサイトマネジメント株式会社　代表取締役　坪井真一

	講義目標 
	「理想的な会議」の体験を通じて、効果的なミーティング、ファシリテーションとは何かを理解する。

	講義内容 
	1． 従来の会議の課題とは 
2． 会議運営に必要なファシリテーションの理論とテクニック
3． 演習　実際にグループに分かれ実践的なディスカッションを実施


⑩実習

マーケティングリサーチ２
	科目名
	マーケティングリサーチ２　～　市場調査に基づく商品企画の実際　～

	講師名
	帯広畜産大学　准教授　仙北谷康

	実習目標 
	マーケティングリサーチの手順に則って、ディスカッションやデータの分析、製品サンプルの政策などを行いながら、具体的な商品開発のシミュレーションを行う。

	実習内容 
	１．グループディスカッション
２．アンケート調査

３．アンケート調査で得られたデータの分析

４．製品サンプルの製作


平成２４年度　帯広市・国立大学法人帯広畜産大学
【フードバレーとかち人材育成事業】
応募要領
プレイヤー研修コース
（新事業展開・プロジェクトマネジメントプログラム）
【１．記入要領】

　応募書類は、以下の各項をご参照の上作成してください。
（１）志願書（様式１）

・自宅電話（携帯）欄は、固定電話・携帯電話の両方の番号を記入してください。

（２）履歴書（様式２）

　　・写真欄には、上半身・無帽・正面向き・背景無地のもので志願前６ヶ月以内に撮影した写真

（縦４㎝×横３㎝）を貼付してください。（画像データも可能です）
（３）志望動機（様式３）

　　・本プログラムを受講するにあたり、志望動機を８００字程度で記載してください。現在の仕事内容等をふまえ、新たに学びたいこと、もしくはさらに知識を深めたいこと、さらにそれらを生かした将来のビジネスプラン像があればそれぞれをまとめて記載してください。

・記載内容は、受講者選考および修了時評価の際の資料とするほか、本事業の方針や講義内容を検討するための貴重な資料として参考にさせていただきますので留意願います。

（４）推薦書（様式４）

　　・推薦者は、志願者が所属する団体で、志願者の雇用主もしくは上司に相当する方とします。

・推薦者氏名欄に捺印をしてください。

・推薦者は、推薦理由について８００字程度で記入してください。

・推薦理由には、推薦者が本事業に期待する教育内容や成果、それらを志願者および推薦者が所属する企業・団体等にどう反映させ、発展させていくか、といった内容を合せて記載してください。

・志望動機（様式３）同様、受講者選考および修了時評価の際の資料とするほか、本事業の方針や講義内容を検討するための貴重な資料として参考にさせていただきますので留意願います。

　　※以上を電子媒体で応募する場合は、印影確認のためＰＤＦにして提出して下さい。
【２．応募書類の提出】

（１）提出期限： 

平成２４年６月１５日（金）１７時００分必着とします。

（２）提出方法：紙又は電子媒体で下記によりフードバレーとかち人材育成事業事務局に提出してください。

○応募書類は封筒に入れ、「プレイヤー研修受講希望」と朱書し、持参又は郵送してください。

○電子媒体は、フードバレーとかち人材育成事業事務局にメール添付で提出してください。
（３）応募書類の請求・提出・問い合せ先：

〒080－8555　北海道帯広市稲田町西2線11番地
                  　　　　　　　国立大学法人帯広畜産大学
　　　　　　　　　　　　　　　　地域連携推進センター内

フードバレーとかち人材育成事業事務局（担当：白井）
                  　　　　　　　TEL：0155-49-5773　　　FAX：0155-49-5775

E-mail：f-jinzai@obihiro.ac.jp
　　　　　　　　　　※ご参考：本事業の詳細は下記ＵＲＬにてご覧いただけます。
　　　　　　　　　　　http://www.obihiro.ac.jp/~crcenter/f-jinzai/index.html
· 応募いただいた方に対し、受講可否の選考結果を6月末日迄に書面（郵送）でお知らせ致します。

様式１（志願書）

平成２４年度　帯広市・国立大学法人帯広畜産大学
【フードバレーとかち人材育成事業】
プレイヤー研修コース
（新事業展開・プロジェクトマネジメントプログラム）
志　願　書

	申　込　日
	平成　　　　年　　　　月　　　　日

	フリガナ
	
	

	氏名
	
	男・女

	生年月日
	年　　　月　　　日　生（　　　　歳）

	連絡先
	会社名
	
	所属

役職
	

	
	勤務先
住所
	〒



	
	勤務先
電話
	
	勤務先

ＦＡＸ
	

	
	E-mail
	

	
	自宅住所
	〒



	
	電話
	自 宅
	

	
	
	携 帯
	



　　　※自宅・携帯電話両方を記入して下さい。
様式２（履歴書）

平成２４年度　帯広市・国立大学法人帯広畜産大学
【フードバレーとかち人材育成事業】
プレイヤー研修コース
（新事業展開・プロジェクトマネジメントプログラム）
履　歴　書

	
	
	写真

	氏名
	
	

	
	

	学　歴(最終学歴)

	　年　　　月　
	

	職　歴(最終学歴以後)

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	年　　　月
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	資　格(取得年月日)

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	

	　年　　　月　
	


※欄が不足する場合は、別紙（Ａ４用紙）に記載してください。

様式３（志望動機）

平成２４年度　帯広市・国立大学法人帯広畜産大学
【フードバレーとかち人材育成事業】
プレイヤー研修コース
（新事業展開・プロジェクトマネジメントプログラム）
志　望　動　機

	氏　　名
	


	志望動機（記入要領を参照）【800字程度】




様式４（推薦書）

平成２４年度　帯広市・国立大学法人帯広畜産大学
【フードバレーとかち人材育成事業】
プレイヤー研修コース
（新事業展開・プロジェクトマネジメントプログラム）
推　薦　書

	志願者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	推薦者氏名
	所属　　　　　　　　　　　　　　　役職

住所・電話

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


	推薦理由（記入要領を参照）【800字程度】
















＊事業室記入欄











＊事業室記入欄











＊事業室記入欄











＊事業室記入欄








